
「インテリジェント化が加速するＩＣＴの未来像に関する研究会」 
第３回 議事概要 

 

1. 日 時 

 平成 27 年 4 月 6日(月) 16:00～18:00 

 

2. 場 所 

 中央合同庁舎 2号館 11 階 総務省第 3特別会議室 

 

3. 出席者（敬称略） 

 【構成員】村井座長、荒木構成員、岩田構成員、岩本構成員、江田構成員、川上構成員、下條

構成員（ＴＶ会議参加）、関口構成員、西川構成員、森川構成員 

 【総務省】西銘総務副大臣、阪本総務審議官、鈴木情報通信国際戦略局長、南政策統括官（情

報通信担当）、泉情報通信政策研究所長、小津調査研究部長 

 

4. 議事要旨 

(1) 総務省挨拶 

第三回の開催に当たり、西銘総務副大臣より挨拶が行われた。 

【要旨】 

 今回は ICT のインテリジェント化が今後のビジネスをどのように変えていくか、物事のデー

タ化が究極まで進むと、その利活用がどうなっていくのかということについて議論すると聞

いている。これまでの議論と併せて、ICT のインテリジェント化の主な要素が揃うことで、

今後、課題の整理が進むのではないかと期待いたしている。 

 先般、参議院の総務委員会（平成 27 年 3 月 24 日）でシンギュラリティに係る将来展望につ

いての質問がありました。高市総務大臣は本研究会における検討に言及した上、ICT の発展

が私たち国民に一層の恩恵をもたらすよう、議論を深めてまいりたい旨の答弁をされた。か

ように各方面において関心が高まる中、本研究会でのご議論が進み、将来展望が開けること

を強く期待する。 

 

(2) 構成員からの発表 

○「ICT のインテリジェント化と今後のビジネス」（岩本構成員） 

【要旨】 

 情報の 3 階層： Data、information、Intelligence の 3 階層で情報は飛翔していく。ビック

データの時代になると、いろいろなデータが全てデジタル化し、集めて処理をしやすくなる。

しかし、ビッグデータがそのまま Information、Intelligence になるわけではなく、高度化

した ICT によるエンパワーされたフィルタがそれを可能にする。 

 ICT の指数関数的飛躍：ICT の飛躍的な世界で何が原動力になっているかというと、私が三大

要素技術と呼ぶ CPU、ストレージ、ネットワークの進化である。1993 年頃から上述 3つのチ

ャンピオンデータを取っているが、間違いなく指数関数的に伸びており、この 20 年で CPU は

300 倍、ストレージは 3,000 倍、ネットワークは 3万倍かそれ以上のスピードで進化してい

る。指数関数的に伸びていくというのは、初期の変化は気づかない程度であるが、あっとい

う間に大きな変化になっているということである。 
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 3 階層の進化の過程：三大要素技術が指数関数的な勢いでエンパワーしたときに、Data、

Information、Intelligence がどのように変わると認識するべきか。まず、Data は全ての物

が可視化されるということである。そこから必要な Information を抽出し、さらに判断の源

である Intelligence まで昇華することが出来る。現在では、更にその先の人間がやっていた

判断や行動までコンピュータが行うことが現実になってきている。 

 近未来のコンピューティング：あらゆる業種、業界の枠を超えて、デジタルの世界が驚異的

に進展する近未来では、エッジヘビーデータになると考えられる。いろいろなモノが全てイ

ンターネットに繋がり、多くのセンサーや様々なデバイスが我々の周りを取り囲むようにな

り、数ミリ秒のレイテンシーも無視できないリアルタイム処理をする時代になる。そうした

ネットワーク全体が 1 つの大きな処理をするような形になる場合、クラウドだけでなく、エ

ッジコンピューティングという考え方も重要となってくるだろう。 

 雇用の問題：過去に製造業の領域では機械化によって雇用が減り、それらの労働者はどこに

行ったかというと流通業、宿泊業、飲食サービス業等のサービス産業にシフトしていったと

考えられる。今回の ICT・AI の進展でホワイトカラーの労働者はどこにいくのかという問題

も出てくる。 

 AI の制御の問題：チェス・将棋など計算能力ではコンピュータは人間の能力を超え始めてい

るが、人間の代替となるには、脳の仕組みについて更なる研究を行う必要があると考える。

ニューヨークの証券取引所で 2010 年に起きた フラッシュクラッシュのように、コンピュー

タによって人間が意図しない事象が起きることも考えられる。必ずしもいいことばかりでは

ないため AI の暴走を制御できる仕組みも必要と考える。 

 日本の競争力：ICT の活用に日本企業と米国企業で見ると圧倒的に差がある。日本企業はま

だ業務の効率化やコスト削減が目的の一番にくるが、米国の企業は新しいサービスやビジネ

スモデルの変革に活用をしている。これからデジタルの社会が進化していく中で、日本の CEO

の ICT に対する理解を向上するべきで、教育・啓蒙も必要だと考える。ICT 人材がベンダー

側に多い日本では、企業と ICT ベンダーの共創モデルが大変重要と考える。 

 

○「あらゆるものごとの『データ化』とその利活用の展望」（森川構成員） 

 データ駆動型経済：データ駆動型経済は、データドリブンエコノミーという言い方もされる。

データさえ集めれば、色々なものと連携して新しい価値を生み出していくという流れを

google等の企業は作っている。これからは新しいデータとして、モノのデータ、ヒトのデー

タ、それを誰がどのように集めていくのか、ポイントになっていくと考える。 

 モノのデータ：モノのデータに関しては、IoT という形で言われているが、私見として、生

産性の低い分野にデータあるいは IoT を適用することによって価値も高めていくと考える。

ICT 関連企業は GDP の円グラフで言うと、10％の情報通信産業を対象に仕事をしてきたが、

これからのICTはそれ以外の90％の産業セグメントが非常に大きな市場になっていくのでは

ないかと考える。特に医療領域ではデータを利活用して、生産性を高め、価値を作っていく

ことが重要と考える。 

 ヒトのデータ：Google のコンタクトレンズとか NTT の hitoe など、少しずつヒトのデータを

集められるようになり、さらにコンピュータが身体の一部になり始めてきて、超人的な身体

強化という世界が生まれてくると考える。また、ナノテクノロジー、遺伝子工学、生物学、



情報通信技術が融合することによって、新しい形のコンピュータ、新しい形の人間とコンピ

ュータのインタラクションがこれから始まっていくと考える。 

 日本の競争力：日本はユーザ企業での ICT 技術者がいない。したがって逆に考えると、ユー

ザ企業をスマート化していくために色々なチャンスがまだまだたくさんあると考える。さら

に人材面で、デザイン能力が求められる。デザイン能力とは「気づく」・「考える」・「試

す」・「伝える」能力で、特にこれから求められるのが「気づく」能力と「伝える」能力で、

農業にしてもシビルエンジニアリングにしても水道系にしても、そういった人たちに ICT、

IoT を使うと、こんなことが可能になるのだということを伝えられる「気づく」能力と「伝

える」能力の両方を兼ね備えていかなければいけない。 

 雇用の問題：アメリカでこれから小学校に入る学生の生徒が大人になって就く職業の 65％は、

今はない職業だと言っている。100 年前は全人口の半分が農業人口だったことを考えると、

職というのは時代によって生まれてくるのではないか。ICT あるいは IoT が全ての産業セグ

メントに入っていくということを考えると、特に地方で新しい職が生まれていくのではない

かと考えている。 

 制度設計に関して：新しい技術が入り込んでくるときには、どうしても制度との齟齬が発生

してくる。それに関しても技術屋とか研究者はしっかりと制度まで考えていかなければいけ

ないのではないかと考える。よって新しい技術は制度とのバランスもしっかりと考えながら

やっていかなければいけない。 

 

○「ICT インテリジェント化時代におけるグローバル社会での成長に向けて」（江田構成員） 

 シンギュラリティへの過程：オリンピックの区切りで見ていくと、1964 年の頃メインフレー

ムが始まってきて最終的に 2045 年にテクノロジー・シンギュラリティが起こると言われて

いるが、その前にクラウド上である程度、人工知能の集約というものが起こりつつあるので

はないか。それが恐らく 2020 年のオリンピックに向けて、ある程度の形になってくるのでは

ないかと想像する。 

 ユーザ企業の積極性：米国西海岸の状況と比べ、ユーザ企業からのアグレッシブな姿勢が日

本の業界ではあまり見られない。事業を開発していくのは、事業会社であり、一番中身を知

っていて、どういうデータがあって、どういうことが可能になっていくというイマジネーシ

ョンは一番もっているはずなので、こうしたユーザ企業側の積極性が求められると考える。 

 教育の問題：10 年前には存在しなかったが現在の人気職種というものが複数存在する。現在、

各国、各企業、色々なところにデジタル化であったり、新しい世界に対応していく 21 世紀

型のスキルであるとか、問題解決能力、提案力などの教育に注力している。そうした流れの

中で我が国の教育もついていくようにしなければならない。ICT企業が革新を起こすよりも、

産業が ICT を利用していくこと、そして、どうやってトップレベルの人材を確保して、この

地でイノベーションを起してもらうか、こういったところが課題であると考える。 

 価値構造の変化：シンギュラリティの世界に向かっていくと、機械化が進んで、マニュファ

クチャリングは人間が考え及ぶ以上の効率化が進んで、ここのバリューが出しにくくなって

くるのではないか。そうなってくると、R＆Dのところを各社で競い、マーケティングのとこ

ろでもクラウド企業の協調、競争が起こっていくと考える。そうした世界になると、安価な



マニュファクチャリングに依存してきた中国などは変革を迫られ、アジアを経済圏と考えた

ときの日本の役割等も検討課題となると感じる。 

 国際的な課題：安価な労働力による生産というのが成長のエンジンではなくなった時に、人

口が伸びて、若い世代が多いアジアの国々はどうやって、この成長を考えていったらいいの

か。そして彼らが今後の国の発展を考える上で、日本はどういう役割をできるのだろうかと

いうことを考える必要がある。他にも、消費もマニュファクチャリングがかなり機械化され

ることによって、安価になってくると、消費活動を支えてくる経済活動の基は何なのだろう

ということも課題と考える。 

 ICT インテリジェント化時代におけるグローバル社会での成長：優秀な人が集まる仕組みを

いかにつくるかに関して、データに近ければ近いほど、今そこにトップタレントが集まって

いると聞いている。東京大学からも優秀なデータサイエンティスト候補が Google に引き抜

かれるような構造になってくると、人材が集まらない。これは今後の日本の経済活動を考え

ていったときに大きな課題となる。 

 労働流動性の課題：継続的にイノベーションを起していくために多様性、労働流動性が求め

られる。今、多様性が叫ばれてはいるもの、このスピードで社会が変わっていく中で、追い

つくかということは不安材料である。また、労働流動性に関しては、職能横断的な知識や、

学問横断的な知識を醸成する環境の下に我々が経済活動をしできているかということも検討

課題としたい。 

 

 (3) 意見交換 

（村井座長）今回、発表していただいたこと、あるいは今まで発表していただいたことを含めて

ご議論いただければと思います。どなたからでも結構ですので、少し話題を提供していただ

ければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（岩田構成員）３点ほど皆様にお伺いしたい。人材と雇用の問題について、米国で最近発表され

た論文では機械化の雇用に対する影響については厳しく見ている。技術革新のスピードが早

過ぎて、雇用の増加につながらず、技術的失業が発生する懸念があるのではないか。また、

ICT 人材が日本の場合にはベンダーに偏在している一方で、イノベーションはユーザサイド

で起きている。CIO の整備を含め、企業がユーザサイドで ICT を戦略として活用するような

体制に変われるのか。さらに、グローバルに見て ICT に注力しているインドのような国が、

BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）分野でマネジメントや高度なコンサルティン

グのような分野にまで力を伸ばすことを狙っている中で、日本が劣後するリスクがあるので

はないか。 

 

（岩本構成員）人工知能に関しても、俗に言うホワイトカラーの様々な職種も今後は効率化が進

むと考えられるので、新しいモデルを培っていくべきと考える。歴史を振り返ってみると、

新しい仕事ができてきて、その仕事にシフトしていっているので、新たな仕事が ICT で生ま

れてくるとポジティブに考えたい。さらに、日本が再生していくためにはイノベーションが

重要で、日本は今の大きな企業の中でイノベーションが起きることが一番重要ではないかと

考える。そのイノベーションの元に、新しい労働のマーケット・仕事が生まれてくるのでは

ないか。 



 

（森川構成員）IoT という言葉が思った以上に広まってこれまでの ICT のバズワードと一線を画

している。今は東京を中心として大企業がメインだが、これが中小企業まで浸透すると大き

な変化が起こると考える。ドイツは製造業分野に注力しているが、これからは全産業で進む

はずで、そこは一種のイノベーションなのだろうと思う。それをプッシュしていくべきで、

そのためにこれをやるとこんなにいいのだというベストプラクティスを伝えていくことが重

要。 

 

（江田構成員）雇用関連に話が及ぶと、悲観的な話になることも多いが、時代とともに革命のと

きには仕事の内容が変わっていくので、大切なのはその変化に動じないような総合力を持っ

た人材を育てること。また、日本人が得意とする細かなニーズを拾っていくところに可能性

を感じていて、それが今日本にこれだけ外国人に来たいと思うのもその一部だと思う。そう

いったところに、新しい日本的なイノベーションが生まれてくるのではないかと楽観的に考

えている。 

 

（村井座長）そもそも本当に歴史上、人間の仕事をコンピュータが奪ったのか。 

 

（関口構成員）人工知能がホワイトカラーの部分を奪っていくという議論の中で、日本の競争力

の維持のためには、それに必要な技術を作る側に人間が回って、人材を育てなければいけな

い。また、日本は垂直統合型ビジネスを水平分業型にできるようなものを製造業の世界でや

らなければいけない。インターネットが出来てから 20 年、関連の標準化は全部アメリカに取

られ、ネット販売・検索・ソーシャルメディア・クラウドすべてアメリカが主導である。そ

れを今度の 20 年は製造業でそれが進む中で同じことが起きると、日本の競争力は危機的なの

で、国としても企業としても、もっと横断的にやらなければならない。 

 

（村井座長）工場労働者がコンピュータで減ってしまったので困るのではないかというところか

ら話が始まっているが、労働がどう変わるかという点について、新しいビジネスに取り組ん

でおられる川上さんのお考えをお聞きしたい。 

 

（川上構成員）ICT の発展によって仕事は増えている。実際には今まで無視していたデータをた

くさん増やすことで、結果として仕事は増えている。これが将来、人工知能などの発展で維

持されるのかが課題で、現実問題としては、たくさんのデータを作り、それを処理しても結

局、解釈する部分で仕事が増えていたところが機械に置き換わってしまうのではないか。そ

の中で人間がやれる部分として何が残っていくのかを考えていく必要がある。 

 

（荒木構成員）新しい技術の導入によって仕事が減るのではないかという議論について、何か新

しい仕事を作らなければいけないという方に発想がいっているが、導入した技術を使うため

の仕事もおのずと増えるはずである。もう一つ、この研究会内の議論の中で、雇用や日本の

競争力の問題が出るが、こういう未来が来たときにはこういう仕事が生まれているとか、使

いこなすためにこういう人が必要になるという、人間の必要性の展望を出すことが重要では

ないか。 



 

（下條構成員）職を奪うか、奪わないかということに関して、人口の比率と時間的なスケール、

一生の職業かどうかということを配慮すると、圧倒的に奪われていく方になる。それは悲観

的というわけでなく、仕事と仕事以外の区別というものの定義が変わっていくような世の中

になるのではないか。もう一点、ヒトとコンピュータが入り乱れて大規模なネットワークを

作って協調する、ないしは競合する時に、システム全体としての頑強性の議論も必要ではな

いか。 

 

（西川構成員）今のディープラーニングがヒトの脳を模倣できるかどうかと言うと、まだ当分、

先の未来だと思っている。自動運転で人よりも高い精度を出すというときに、人間と同じ思

考をして高い精度を出すのではなく、コンピュータ側は問題の解き方を変えて、たくさんの

センシングデータを環境とインタラクションして、認識精度を上げる。それだけ特徴を広げ

ることができれば、処理するアルゴリズム自体は別にそこまで複雑なものではなくても、人

間の脳を部分的には超えられるが、当分人間とコンピュータの棲み分けは続くのではないか

と考える。 

 

（村井座長）これまでの議論で最も重要なのは、人間のためにいかにテクノロジーが使われるか

ということである。必ず人間が幸せになる方向にテクノロジーを使おうとするのではないか。

その中で人間ができること・考えることをコンピュータが行えるようになったとしても結果

的に人間の幸福につながるのではないか。では、次にどうすればいいかということをデザイ

ンしなければいけない。技術的な壁を越えてシンギュラリティに近いような世界が来たとす

ると、コンピュータ・ネットワークを使って何をするのかを考える必要があると思いますが、

この点いかがでしょうか。 

 

（川上構成員）本当に人工知能が人間のためになるのかということに関して、まず人工知能が誰

に帰属するのかということが今後、問題になってくる。ある意味で人類の歴史で共産主義が

誕生したのは、産業革命が原因。産業革命で機械が大量に物を生産するとき、資本という媒

介物に辿りついたけれども、それをどう分配するかということで、共産主義というものが生

まれたのだと思う。それと同じように人工知能（革命）が起こったときに、確実に知的活動

をやっていることで好機を得ている人たちの収入というのを人工知能から得ることになった

ときに、その収入はどう配分されるのか。資本主義のときのように、問題があるということ

で共産主義が生まれたのと同じように、そういった議論が起こるのは避けられないと考える。 

 

（関口構成員）人工知能と人間の関係を対極的というか、相反するものとして捉えるのは違うと

考える。主従関係がしっかりしていれば、人間を脅かすわけではなくて、むしろ人間がその

分、余暇の時間が生まれるなど豊かな社会が作れると思う。そうした「使う」側のフレーム

ワークをどう作るかというところが大事だと考える。先々のネガティブな側面を憂慮して止

まっていると、国際競争の中で日本は敗れ、我々はまた他国が作った人工知能を使わざるを

得なくなってしまう。このことの方が私は問題と考える。 

 

 



（岩本構成員）人間社会の平和と幸せのために作ったとしても意図しない負の側面が必ずどんな

テクノロジーにも出る。自動車の交通事故や原子力もそうである。しかし、技術の進歩を絶

対に躊躇してはいけない。ただ、マイナスの側面が起こることだけは常に冷静に謙虚に意識

しなければいけない。 

 

（村井座長）人工知能を開発する分野で日本は希望があるか、それとも悲観的か。 

 

（森川構成員）IoT は希望があると考えていて、逆に日本的だというのが認識である。それは気

遣いみたいなものが絶対に必要な分野になるということと、社会の隅々まで入っていく地味

な分野が得意というのが強みの理由に関する私の見解。 

 

（村井座長）基本的にネットワーク上でソフトウェアが提供するのはサービスであり、日本は人

間が要求するサービスのクオリティが高いのではないか。 

 

（岩本構成員）IoT はあらゆる業種に入ってくる。スポーツや食など様々な分野に入ってくる。

そうなったとき、日本人が持っている特徴はものすごくいい形で出てくるのではないか。あ

とは、日本のように災害が多いところでは、防災・減災の分野など、かなりやれることはあ

る。 

 

（江田構成員）ビジネスとしてスケールするためには日本だけを見ていてはダメで、グローバル

にみていく必要がある。 

 

（荒木構成員）かつて国産 OS を作ろうとか、国産コンピュータを作ろうという話があったが、既

に世の中に明らかに先行している技術がある場合には、同じものをゼロから作ったらもった

いない。それであれば、その技術を先陣切って取り入れて世界一のユーザ国家になるのがい

いのではないか。少子化も高齢化も進んでいて人が不足している中で、とにかく世界に先駆

けて導入し、課題やニーズが出てきたら自分たちで解決策を作る。まず技術を取り入れるこ

とで、技術や製品などを使うための仕事が生まれてくると思われるので、その先陣を走って

いくのが良いのではないかと考える。 

 

（下條構成員）非常に肯定的な意見と不安とが両方ある中で思うのは、人間の想像力には案外限

界があるなということである。将来を予測しようとすると、現在の外挿（既知のデータを基

にしてそのデータの範囲の外側で予想される数値を求めること）しかできないということが

あるので、それを前提に将来の話は近未来も含めて色々としないといけないと感じる。一方

で、まずはやってみないと倫理の問題もわからないということもある。よって、慎重であり

つつ、かつ建設的なまとめをするべきと考える。 

 

（村井座長）本日議論された産業や労働、そしてグローバルな視点と共に、下條先生のご指摘も

大変重要である。時間は限られているが、引き続きこの研究会の取りまとめにご協力いただ

きたい。 

 

(4)その他 

次回会合については、別途総務省ホームページにて案内する。 

以上。 


